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研究成果の概要（和文）：ペラギウス派の思想史的起源は、アクイレイアのルフィーヌスによる

オリゲネス、バシレイオス、エヴァグリオスらのラテン語訳、さらにペラギウス派のキーワー

ドである「キリストの模範と模倣」の概念においては、ルフィーヌスの前任者であったアクイ

レイアのクロマティウスによる著作からの影響のあることが判明した。これらアクイレイア司

教たちの手による翻訳や著作に、オリゲネス主義者として知られるエヴァグリオスやオリゲネ

スの影響を決定的に受けていたバシレイオスの著作も含まれることから、オリゲネス主義が思

想史的起源ではないかとの当初の仮説が証明されたと結論づけることができる。 
 
研究成果の概要（英文）： Through the investigation about the origin of the Pelagian 
Thoughts in this research, it stands out in relief that Aquileians, namely Rufinus of 
Aquileia and Chromatius of Aquileia, had definite influences through their writing and 
translation of works on Pelagian Thoughts, particularly their monastic key concepts. The 
concept of ‘exemplum Christi’ played one of the most important roles for Pelagian monastic 
practices. We can not deny the high possibility that Pelagius learned this concept also from 
several sermons and tracts of Chromatius of Aquileia. Concerning ‘sapientia’ mediated by 
the Holy Spirit, we can indicate the same notions in the works of St. Basil. Rufinus of 
Aquileia translated several main works of St. Basil, from which Pelagians adopted this 
notion. Rufinus of Aquileia translated ‘Sententiae’ of Evagrius, in which we can recognize 
many resources of Pelagian usage concerning ‘imperturbabilitas’ From these researches on 
the origin of Pelagian Thoughts and Pelagianism, we can conclude that the Latin 
translations from the Greek works of Basil, Evagrius and Origen by Rufinus of Aquileia 
and the sermons and tracts of Chromatius of Aquileia played the definitely important role 
as the origin of Pelagian Thought and Pelagianism. 
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１．研究開始当初の背景 
 西洋思想史においてペラギウス主義と言え
ば、アウグスティヌスの論敵として原罪や神
からの恵みの絶対性を否定し、他方、人間の
自由意思の働きを強調し、恩恵がなくとも人
は自力で救いに到達できると主張したペラ
ギウス派のストア的功績主義であるとの定
義が通説となってきた。しかしここ２０年程
の間にペラギウス研究は格段に進み、とりわ
けペラギウス自身は、ペラギウス主義として
一般に定着した、恩恵なしに自力で救いに到
達できるとの極論を主張したことは一度も
なく、むしろ神の恩恵の必要性を十分に強調
し、その恩恵と人間の自由意志との協働によ
り救いに到達できるという、東方神学におい
て一般的な神人協働説の立場を取っていた
ことが明らかとなった。 
 しかしながら、肝心の、果たしてペラギウ
ス自身やペラギウス派神学の本来的起源は
どこにあったのかについては、ほとんど研究
が進んでいないのが現状である。間接的にオ
リゲネスからの影響が認められることはす
でに周知のこととなりつつあるが、では、３
世紀のオリゲネス神学のその後の多様な展
開の中でも、どのような流れを、実際にいか
なる経緯でペラギウスやペラギウス派が受
け継いだのかについては、未だほとんど手が
つけられてこなかった。 
 その一方で、本研究者は、先立つ研究によ
り、４世紀末のローマにおいてオリゲネス主
義を巡って対立したルフィーヌスとヒエロ
ニュムスという二つの陣営が存在したこと、
また、双方の陣営は、次の世代に生じたペラ
ギウスとアウグスティヌスとの対立、すなわ
ちペラギウス論争の二つの陣営とそれぞれ
の人脈の上で繋がりがあることを既に突き
止めていた。この人脈上の繋がりから、これ
まで全く別個の異なる論争としてしか扱わ
れてこなかったオリゲネス主義とペラギウ
ス派の思想とは、実は文献の上でも思想の上
でも深い関連があるのではないかとの着想
を、本研究者は強く意識するようになった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、アウグスティヌスとの論
争に敗れ、西方教会最大の異端と見なされる
に至ったペラギウスならびにペラギウス派
神学の思想史的起源は、４世紀のオリゲネス
主義神学の中でも特にエヴァグリオスやル
フィーヌスに代表される一連のオリゲネス
主義にあるのではないかとの仮説テーゼを
立て、これを可能な限り検証しようというも

のである。 
 以上の研究目的を果たすための、より前段
階の目的として、以下の小目的を設定して研
究を進めた。まず、エヴァグリオス、ルフィ
ーヌス、ペラギウスの思想史的関連の前提と
なる歴史的事実関係を確認、確定しておくこ
とが第一の目標であった。その際、ルフィー
ヌスやペラギウスの人脈と大きな関わりを
持った大メラーニア、パンマキウス、ヒエロ
ニュムスといった人物との伝記的・時系列的
事実関係にも注目した。 
 次の段階として、上記の歴史的事実関係の
確認を基に、それぞれの人物たちの間で交わ
された書簡や、それぞれの著作間に思想史的
依存関係や影響関係が見られるか否かとい
う、より本質的な文献研究が第二の目的であ
った。この段階で、本研究者は、当時、在外
研究を行っていたローマのアウグスティニ
アーヌム教父学研究所において、アクイレイ
アのルフィーヌスのみならず、その前任司教
であったアクイレイアのクロマティウスの
著作や思想も、本研究の対象とすべきである
ことに気づいた。アウグスティニアーヌム研
究所での在外研究を終えて帰国し、2011 年に
開催された英国オクスフォードでの国際教
父学会に備えて研究を整える段階では、ペラ
ギウス派の思想史的起源として、アクイレイ
アのルフィーヌスとアクイレイアのクロマ
ティウスという二人のアクイレイア司教の
存在が、重要な役割を果たしていたことはほ
ぼ間違いないこと、これらアクイレイアの思
想家たちの著書やオリゲネス主義者の手に
なる文献からの翻訳書とペラギウス派の著
書との思想的関連を解明することが本科研
研究後半における具体的な目標となった。 
 
３．研究の方法 
以上の研究目的遂行のためには、まず、エ

ヴァグリオス、ルフィーヌス、ペラギウスと
その弟子たちに関する、思想史的関連の前提
となる歴史的事実関係を確認、確定しておく
必要があった。その上で、ペラギウスやペラ
ギウス派は、ルフィーヌスやエヴァグリオス
の思想をどの文献からどのように継承した
と考えられるのか、文献学的、思想史的関連
を検証する必要があった。こうした検証を積
み重ねることによって、最終的には、ペラギ
ウス派の思想史的起源は、彼ら独自の異端的
見解そのものにあったというよりはむしろ、
既に存在していたアクイレイアのルフィー
ヌスやエヴァグリオスをはじめとするオリ
ゲネス主義者の思想であったとの仮説テー



ゼの検証を当面の目標と定めた。文献学的に
は単語レベルでの依存関係を検証し、思想史
的には、恩恵論や神人協働論における依存関
係や類似性が確認できるかどうか、類型論
的・構造主義的検証方法を採用した。 
より詳細な研究の手順として、ペラギウス

やペラギウスの弟子たちと繋がりのあった
人脈の中で、その主だった主要人物の手にな
る文献とペラギウス派文献との依存関係を、
ペラギウス派が良く用いていたキーワード
を手がかりに検証していく方法を取った。ペ
ラギウス派人脈の主要人物として、ローマ貴
族出身の大メラーニアとアクイレイアのル
フィーヌス、そしてエヴァグリオスを挙げる
ことができる。これら三者はペラギウスやペ
ラギウス派と共に一括りにされ、自由意志の
働きを弁護し、かつアパセイア（ギリシャ語。
ラテン語訳として、impassibilitas や
imperturbabilitas が用いられる。）を強調し
た廉でヒエロニュムスから非難されていた。 
さらに、アクイレイアのルフィーヌスがギ

リシャ語からラテン語へ翻訳した、オリゲネ
ス、エヴァグリオス、ナチアンゾスのグレゴ
リオス、大バシレイオスらの訳書とペラギウ
ス派文献との間に何らかの依存関係が見ら
れないか否かを精緻に検証していった。その
際にも、ペラギウス派に典型的と言われるキ
ーコンセプトと同じ、あるいは類似した概念
が用いられていないかどうか、という点を中
心に検証を進めていった。キーコンセプトと
しては、ペラギウスやペラギウス派が再三に
亘って展開させている、「キリストの模範」
あるいは、「模範と模倣」の対概念、「知恵」
の媒介としての「聖霊」の働き、とりわけ、
その際の「知恵」に関する二重の理解、すな
わち、神からの超越的「知恵」と、人間に内
在する人間の属性としての「知恵」の理解で
ある。さらに、ヒエロニュムスから非難され
た「アパセイア」の概念に関する依存、類似
関係についても検証の対象となった。 
その結果、「知恵」をもたらす聖霊理解に

関しては、アクイレイアのルフィーヌスが翻
訳していた大バシレイオスの著書や思想と
の依存関係が明らかに見られることが判明
した。ペラギウス派も大バシレイオスも、「知
恵」の両義的性格を強調していたからである。
また、「アパセイア」については、エヴァグ
リオスの文献との依存関係が確認された。 
最後に、本研究者は、本科研費を受けた初

年度、本務校からの派遣により、ヴァチカン
の教皇庁立アウグスティニアーヌム教父学
研究所で在外研究を行うというまたとない
好機に恵まれたが、以上の新たな知見は、い
ずれも本研究所における研究から手掛かり
を得たものであった。さらに、本研究所での
研究の際、上記、キーワードの内、最も重要
な「キリストの模範」、「模範と模倣」の概念

を、アクイレイアのルフィーヌスの前任司教
であったアクイレイアのクロマティウスの
著作から受け継いだのではないか、との着想
を得たのも、この研究所での研究においてで
あった。そして、紛れもなくペラギウス派の
これらのコンセプトを、彼らに先立ってクロ
マティウスが再三に亘って繰り返していた
ことが確かめられたことから、両者には確実
に依存関係のあったことが明らかとなった。 
 
４．研究成果 
本研究により、ペラギウス派の思想的起源

が、先行して問題となっていたオリゲネス主
義にあるのではないか、との仮説テーゼは、
アクイレイアの司教であったルフィーヌス
やアクイレイアのクロマティウスらの手に
なる翻訳書や著書とペラギウス派のキーワ
ードとの依存関係が証拠として示されたこ
とにより、もはや仮説ではなく、疑いのない
テーゼとして成立することが論証された。 
オリゲネス主義者として知られるエヴァ

グリオスとペラギウス派との関連は、直接的
な影響関係というよりも、アクイレイアのル
フィーヌスによる翻訳を媒介とした関連で
あること、さらに、ルフィーヌスがギリシャ
語からラテン語に翻訳したバシレイオスの
主要著書ならびにナチアンゾスのグレゴリ
オスの翻訳書とペラギウス派との関連が重
要であることが明らかとなった。 
 さらに、アクイレイアのルフィーヌスのい
わば先輩で前任司教であったアクイレイア
のクロマティウスとペラギウス派との関連
も新たに明らかとなった。とりわけ、ペラギ
ウス派文書に特徴的な、「キリストの模範」
や「模範と模倣」という一連の概念群がペラ
ギウス派に先立つアクイレイアのクロマテ
ィウスの諸文書の中でも繰り返し用いられ
ていたことは、ペラギウス派が、このクロマ
ティウスからも多大な影響を与えられてい
たことを十分に示すものと言える。 
 アクイレイアのクロマティウスは、これま
でペラギウス主義とは無関係であると見な
されてきたが、その著作にみられる「キリス
トの模範」、「キリストの模倣」、さらには諸
聖人や聖書に登場する人物たちの模範と模
倣という概念の使用法と内容は、疑いなくペ
ラギウス派の同概念の使用法や内容と酷似
していることが明らかとなった。本研究者は、
クロマティウスの著作から 30 例以上の同概
念の用法と、ペラギウス派の著作からの 70
例以上の同概念の用法とを比較した結果、も
はや両者において本概念における影響・依存
関係を否定することはできないとの結論に
達した。 
 2011 年 8 月に英国オクスフォード大学で
開催された国際教父学学会において、本研究
者は、以上の研究成果について発表を行った。



その際には、アクイレイアのルフィーヌス、
アクイレイアのクロマティウスという二人
のアクイレイア司教の翻訳・著作から、ペラ
ギ ウ ス な ら び に ペ ラ ギ ウ ス 派 が 、
「Exempulum Christi（キリストの模範）」、
「Sapientia(知恵)」、「imperturbabilitas（不
受動心）」といったキーワードとその解釈を
受け継いでいたとの見解を、各々の文献学的
テキストレベルでの例証を示しながら論証
した。4 年に一度開催される本国際学会にお
いて、奇しくも、イタリアのパドバ大学から
参加した Pier Franco Beatrice 教授が、アク
イレイアのクロマティウスがディオスポリ
ス司教会議においてペラギウスを弁護する
発言を行っていたとの梗概を発表し、これは
本研究者の見解を歴史的に裏づける事象と
なり、かつまた逆に、私の発表内容が
Beatrice 教授の発見を文献レベルで裏づけ
るものともなり、国際学会の席上できわめて
注目される事態となった。本研究者の研究成
果が、国際学会のレベルでも認知される結果
となった。なお、本学会での発表は、2013
年度出版予定の学会誌『Studia Patristica』
に掲載されることが既に決定済みである。 
 クロマティウスとの依存関係のみならず、
バシレイオスとエヴァグリオスとの関連も
明らかになったことは、ペラギウス派の思想
史的起源として、これらオリゲネス主義者か
らの影響をペラギウス派が受け継いでいた
ことを裏付ける結果となった。バシレイオス
との関連では、とりわけ、その聖霊理解にお
ける二面性の特徴、すなわち聖霊が神からの
超越的な知恵の働きを媒介すると同時に、人
間に内在する知恵の理解力にも働きかける
という二面性を、バシレイオスもペラギウス
も受け継いでいることが明らかとなった。さ
らに、エヴァグリオスとの関連では、エヴァ
グリオスが頻繁に用いたアパセイア（不受動
心）という概念を、エヴァグリオスもペラギ
ウス派も、本来のストア的な意味においてで
はなく、むしろペリパトス派が用いていたメ
トリオパセイア（中庸を求める感情の制御）
の意味で用いていた点できわめて類似して
いることが明らかとなった。 
 以上の研究結果により、ペラギウス派の主
要な思想史的起源として、アクイレイアのル
フィーヌスならびにアクイレイアのクロマ
ティウスらの著作と、さらにルフィーヌスに
よるオリゲネス主義者たちの著書の翻訳が
指摘できることが明らかとなった。 
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〔その他〕 
XIV International Conference on Patristic 
Studies ホームページ:  
http://oxfordpatristics.blogspot.jp/201
1/07/nozomu-yamada-origin-of-pelagian.h
tml 
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